
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

           

 

夢にチャレンジ東っ子        
～元気いっぱい 笑顔あふれる 児童の育成～ 

令和２年度 三根東小学校  
学校だより 第２３号 

 

令和 ３年 ２月 ２５日  

文責 校長 中村 美枝子 

「命について考える日」の集会で学んだこと 
－「天建寺渡し船転覆事故」から学んだ「いのちの尊さ」 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

行方の分からない我が子を探す家族の思い     土井外にある六地蔵     心で聞いた「花くようの歌」 

今から71年前の2月13日「天建寺渡し船転覆事故」で6人の児童が尊い命を失いました。 

その悲しい出来事を忘れずに語り継ぎ、命の尊さについて子供たちに考えさせるため、本校では

２月１３日を「命を考える日」として全校集会を行ってきました。今年は、コロナ感染症対策と

して各教室の電子黒板の映像による校長の話、そして、遺族の方からのメッセージを通して「命」

について考えていきました。（2月17日の佐賀新聞にも掲載） 

当時、9歳（3年生）で亡くなった福田みちおさんの姉、古賀絹子さんが弟を失った悲しみや

苦しみを涙ながらに語られる姿から、子供たちは「自分の命が家族にとってもかけがえのないも

のである」ことに気づくことができました。同じく3年生で亡くなった小栁ヒロ子さんのご遺族

は、亡くなった子供たちを供養するために建てられた六地蔵前での供養を２月13日に欠かさず

行われています。今年も供養の後に来校され、子供たちに「命を大切にしてほしい」という思い

を伝えてくださいました。 

校長の話では、転覆事故がどのような事故であったのか、その当時の家族の思いにも触れなが

ら当時の様子を説明し、6月の全校朝会で取り上げた「自分の命は、たくさんの先祖とつながっ

ていること」や「命は一人に一つしかないこと」「どんな生き物にも命があること」などを想起さ

せながら改めて「亡くなった命は二度と帰ってこない、かけがえのないものであること」に気づ

かせていきました。これまで毎年「命を考える日」を経験し、1月の「いのちの教育プロジェク

ト」で自分の命と向き合ってきた6年生は、再度「天建寺渡し船転覆事故」のことを学び直し、

命への思いを書き綴ってきました。集会では代表2名が全校のみんなに伝えたいことを、心を込

め伝えてくれました。そのメッセージを裏面に掲載しています。二人の「命への思い」そして「自

分のこれからに向けての思い」は、下級生の心を動かすメッセージにもなりました。 

「命を考える日」を通して学んだことが子供たちの心に刻まれ「命を大切に精一杯生きる姿」

につながっていくことを心から願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

弟を失った悲しみを語られる古賀さん    命を大切にと伝えられる小栁さん    ご遺族・地域の方による命日の供養 



「天建寺渡し船転覆事故」のことから学んだ命への思い 
― ６年生からみんなに伝えたいメッセージ ー 

 

６年 秀島 聡史さんからのメッセージ 

二人からのメッセージに聞き入る子供たち 

６年 山川 ななさんからのメッセージ 


